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令和７年度 施策事前評価シート　
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施策分野 保健・医療
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進捗
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政策 健康で幸福を実感できるまちの実現
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施策分野における
これまでの

取り組みの概要

特定健康診査：受診行動を促すため封筒・受診票等の文面やデザインの見直しを実施。
また対象者の受診傾向に応じた個別勧奨通知の送付、町内施設にて啓発活動を実施し
た。
特定保健指導：指導相談等に繋げる電話勧奨の実施、特定保健指導の未利用者に対する
保健師等の家庭訪問による保健指導の実施。
がん検診精密検査：がん検診の精密検査未受診者全員に対し、受診勧奨通知を送付。R
６はLoGoフォームにより精検受診状況や未受診理由の調査も実施した。

施策分野における
背景・環境

及び抱えている課題

・特定健診受診率は国、県の平均値より高いが、国の目標値には達していない。未受診
の理由として、通院中であることや多忙、健康への過信等が考えられ、周知の強化や受
診環境の向上等、更なる改善が必要である。特定保健指導は国の目標値との乖離が大き
く、適時利用勧奨が必要である。令和６年度より保健指導の一部外部委託により休日夜
間やオンライン対応等で実施率向上を図っている。被保険者一人当たりの医療費は増加
傾向にあり、特定健診、特定保健指導による生活習慣病予防の取組みが重要となる。
・がん検診で要精密検査（精検）となった方は、一次医療機関での精検受診か、紹介状
により他医療機関で精検を受診することになる。しかし、精密検査を受けようと受診し
たが医師の判断で経過観察（精検未実施）となったり、医師から精検の必要性の説明は
受けたが本人が精検を希望しない等、一定数、検診結果通知後に医療機関を受診したが
精密検査につながらない課題がある。

・特定健診受診率向上に向けて、町民に対して特定健診の重要性の理解を促進する手段
を改めて整理する。未受診者に対しては個別の受診勧奨を実施していく。受診時の感染
症対策を継続するよう、住民に周知する。
・特定保健指導については、集団健診では健診会場で初回面談を実施する体制を継続す
ることや、土日やオンラインでも実施できるようにする等、保健指導を利用しやすい環
境を整備し、実施率の向上を図る。
・がん対策については、ピロリ菌検査等によるがん予防の促進やがん検診受診率向上の
ためにナッジ理論等の視点を取り入れた資料を作成し、ハガキによる個別検診受診勧奨
等にて引き続き精検未受診者へのフォローを実施していく。令和６年度に把握した精密
検査未受診の理由を分析し、対象者に必要な情報を提供するための資材を検討するとと
もに、適切な医療機関の受診について対象者に周知する。

施策分野における
改革・改善内容

及び今後の見通し
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